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on Climate Change）は、1988 年に
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（Climate Model Intercomparison 
Projects）がある。これは、WMO
と 国 際 科 学 会 議（ICSU：Inter-
national Council for Science）が協
力して実施している世界気候研究
（WCRP：World Climate Research 
Programme）の傘下で組織され




Climate Variability and Predict-
ability Project）が共同で設置した
結合モデル開発作業部会（WGCM：





























モデルのスコアは 1.4 から 7 以上
とばらついていたが、CMIP–3 で






























































過冷却 → 数 m 深での針状の氷生
成 → 表面への浮上 → シャーベッ













































































































れ た ス コ ア は、MIROC （Model 
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1）　IPCC 編、気候変動 2007　IPCC 第 4 次評価報告書―政策決定者向け要約―邦訳版
2）　平成 24 年度「気候変動リスク情報創生プログラム」の公募について：
http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1318793.htm
3）　T. Reichler and J. Kim, How Well Do Coupled Models Simulate Today’s Climate?, Bulletin of the American 



















































表 4、図表 5 を提供して頂いた海
洋研究開発機構の升本順夫博士に
感謝します。
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